
















































































































































































































































































































































































各地とも不漁である︒その原因としてまず自然要因では漁場と海流の変化の二つ 社会要因では森林 乱伐︑海藻ノ乱採︑魚餌の捕獲︑魚苗の乱捕の四つを挙げ︑これに対して石見地方にみられる沖捕り 八手網の使用が一時的な不漁対策として有効である︒　
そして山陰・北陸両道の振興策として有望な漁業ではフカ漁︑イルカ































































































































































































































































































































































































































































































































































































三百諸侯カ幕府ニ呈進シタルモノ亦良 リキ 是其目的幕府ノ歓心ヲ得ルニ在リタルナリ︑又清国輸出品 此時ニ至 検束法ヲ以テ大ニ良品ヲ出セリ︑然ルニ維新後幕府呈進 法長崎俵物役所 廃絶ト共ニ検束ノ法解ケタルヨリ年々粗製濫造ニ流レ今日 有様トナリタルナ 今日ノ水産製造家ハ其目的浅近ナル仲買商ノ景気ヲ見ルニ過キス︑之カ改良ヲ図ラント欲セハ遠ク其需用地即チ販
路ヲ以テ目的トナスニアラスンハ





































































































































リテハ廃棄用ヲナサヽルモノアルオヤ︑漢口 長江ノ 口ヨリ二千二百四十四清里︵我カ四百七里許︶漢口ヨリ宜昌ヲ経︑彼ノ有名ナル巫山大峡ヲ過キ 川重慶府ニ至ル︑又二千九百十五清里︵我カ四百八十 里︶併セテ我カ八百八九十里許ノ遠キニ運搬 ノ日子ヲ消スル︑殆ト数月ヲ超ユ其香港ニ輸出スルモノモ亦之ヲ福建︑広東︑江西︑広西 雲南等ノ諸省ニ分輸スルモノニテ︑是亦数月 日子ヲ経サルヲ得ス 是貯蔵注目スルノ緊要ナル所以ナリ︑其他尚清国人 嗜好ス 魚介苔藻種類及其截割法︑食塩ノ用量︑形状︑色沢ヲモ亦注意セサル可カラサ ナリ︑前条ノ如クナル 以テ本邦水産 製造ハ第一ニ清国輸出品 第二搾粕・魚油ノ改良︑第三ニ内国用食用品︑第四ニ雑 品 改良ヲナシ︑以テ水産家ノ実力ヲ強大ニ ヲ得策トス︑而シテ欧米人ノ嗜好ス
缶詰︑燻
需用ニ適スルモノト清国ノ需用ニ適スルモノト内国ノ需用ニ適スルモノトヲ区別セサルヘカラス︑其国ヲ富マスモノハ内国需用ニアラスシテ海外ノ需用ナリ︑其中ニ於テ高価ニシテ利益ノ尤大ナルモノ欧米諸州ニ向ノモノハ魚類ニテハ缶詰︑薫魚︑塩蔵等ナリ︑本邦ニテ肥料ニ供シ甚タ卑賤トナス彼ノ鰮魚ノ如キ我 価一銭ノモノ彼レニ在リテハ二十銭 当ルヘシ︑故ニ我邦ニ産スル鰮魚一千万円ヲ缶詰トナシテ彼レニ輸出セハ二億万円ニシテ壱億九千万円ノ増益アルハ疑フヘカラサルモノ シテ尚ホ鮭︑鱒︑鮪︑海蝦︑鯡等ノ缶詰ヨリ各種 燻製魚類米国向ノ鯖 醃
えん
蔵ぞう



















































































































































































横　浜 神　戸 大　阪 長　　崎 函　館
鯣 飛　魚 飛　魚 一番鯣 鯣
海　参 干　鱶 乾　鰮 小　鰮 海　参
乾　蝦 鰹　節 目刺鰮 鯛 鱶　鰭
鱶　鰭 イカナコ 乾　鯛 万　引 灰　鮑
乾　鰈 サイラ 乾　鰈 小　鰺 淡　菜
田　作 鱶　鰭 スボシ 鱶　鰭 乾　鯡
塩乾鯛 乾　蠣 ザ　コ ヲキタラ 鮭
スケト 乾　介 鱰 イツサキ 鱒
乾　鱈 乾　蝦 チリメンザコ ア　ゴ 銀杏草
棒　鱈 乾　鱰 乾　蠣 乾　蝦 大地魚
乾　鱰 鯣 乾　鱶 甲付鯣 鱈肝油
乾　蛸 バカ介 乾　鱰 乾竹蟶 昆　布
乾　鯛 サルボ介 干　スゴ 乾　蛸 剉昆布
乾飛魚 ハイカヒ 干烏賊 ウバカヒ
鯨筋 乾　螺 棒　鱈 アサリ介
鰮 蛤 海　参 蛤　介
開　鱈 塩　鯛 鱶　鰭 赤　介
魣 塩　鰺 干サイラ 貝　柱
干　鮊 塩　鰮 乾　鮑 ア　ゴ（ママ）
サンマ 塩　鯖 瀬戸貝 紫　菜
鮑 介　柱 塩　鯖 乾カナギ
淡菜 塩グジ 貝　柱 乾章魚


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































大ナル縄籠ヲ造リ中ニやまずみト称スル樹枝ヲ結ヒ付ケ︑烏賊ノ来ルヘキ海中ニ吊下 其籠中ニ来リテ産卵スルヲ視ヒ之 引上ケ卵子 食用トシ︑親烏賊ハ鯣トナセ カ近時親 ノミヲ捕ヒ卵子ノ附着 ル樹枝ハ直ニ海中ニ投入スルコトト
ナセシヨリ大ニ蕃殖ノ効ヲ見ルニ至リシト云
フ︑而シテ編者特 鯣製造家ニ向ヒテ其注意ヲ促サントスル アリ︑何ソヤ乾燥ヲ充分ナラ ムルコト是ナリ︑抑当業者カ鯣 輸出スルヤ先







































































農商務省出版ノ日本水産図説ニ拠ルニ中国九州ニ多ク︑就中肥前 五島ヲ著名トシ︑肥前・対馬・長門等産額最多ク︑出雲石見・周防・筑 ・肥後・伊予・豊後・薩摩等之ニ亜ク︑而シテ東国 到ルニ従ヒ其産額多カラスト︑又葡萄鯣ハ ニ肥前及長門等 産 ル剣先形ニシテ小サク肉厚キモノトス云々 ア ︑本県下ニ於テハ石見国ノ西部ニ最多ク漸 東シテ出雲ニ至レハ其産額次第ニ減スルカ如 ︑而
シテ葡萄鯣ハ剣先鯣ニ
比スレハ其産額少シ 此二種隠岐 於テハ絶エテ見 ト云フモ可ナリ︑剣先鯣ハ満身ニ鮮紫色ノ細点アリテ体長ク肉鰭ハ二番鯣 比 レハ横張
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河原田盛美の島根県水産巡回指導書『水産製造概説』
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出典、東京海洋大学附属図書館羽原文庫より。
